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はじめに
本稿は四川省甘孜 藏族自治州道孚 県色上下 郷で話されるアム
ドチベット語 （色上下）方言のチベット文語（以下「蔵文」）形式との対応関係を明らか
にする。これを通じて、 方言の音声記述を扱う鈴木 の内容を補完する。また、
本稿末尾に語彙資料（約 語）を付す。

方言の位置づけ
鈴木 において、 方言を研究対象とする背景について当時の見解をまとめてい

る。それについては繰り返さないが、その発表以降に進展した研究について、以下にまとめる。
方言は、チベット系諸言語（ 参照）のうち、アムド

チベット語に属する方言である。アムドチベット語は、狭義での地域方言（行政区分による地
名に基づく方言）で分類することは困難である が、その歴史的発展を考えるとき、ツォワ（蔵
文 ）という集団（ 参照）を考慮に入れることで、ある程
度の分布地域を定めることができる。この分類を採用した研究は現時点では少なく 、

、 、 など
が見られ、今後も研究の蓄積が必要である 。
ツォワを考慮に入れた場合、 方言の話者は「メワ（蔵文 ）」というツォワと
関連し、色上下郷に南接する康定 市塔公 鎮の と呼ばれる牧民
集団と近親関係にある（ ）。それぞれのアムドチベット語も極め
て類似すると考えて問題ない。すなわち、 方言は の話す 方言や

方言 などと類似すると見てよい。

しかしながら、個別に方言を指示するとき、行政区分に基づく名称を与えるという原則は、なお有
効としている。「 方言」という名称もまたしかりである。
先行研究におけるアムドチベット語の分類方法は、生活様式と言語特徴を重ね合わせたものが多数
を占める（瞿靄堂、金效静 ；張濟川 ； ）。

との個人談話 によると、 氏は 年代という早い段階におい
て、ツォワを考慮に入れた分類を計画していたという。
分布地点の詳細は および鈴木、四郎翁姆 を参照。
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本稿の目的と構成
本稿の目的は、 方言の音形式と蔵文形式の対応関係を明らかにすることである。蔵文
と口語形式の対応関係は、チベット系諸言語の特徴を分析する伝統的な手法であり、西
や西田 、江荻 、張濟川 などの先行研究で、方言研究すなわち歴史
言語学的研究に寄与する特徴が示されている。
一方で、 などが述べるように、蔵文と口語形式の対応関係を明らかにすること

が口語の記述研究においても必要な作業であると考えるものもある。ただし注目すべき点が分
析の対象となる方言によって異なってきて、必ずしも先行研究に扱われる蔵文との対応関係を
見るだけでは十分でない。また、アムドチベット語においては、音節のおかれる環境によって
音対応に異なりが現れるなど、一定の環境に場合分けして記述する必要もある。本稿では、こ
の点に注意しつつ、歴史言語学的研究に寄与することを目的とし、要を得た記述を行う。
本稿の構成は次のようである。まず２節で 方言の音体系の一覧を提示する。ついで、
３節で 方言の蔵文対応形式を記述し、考察を加える。
本稿で用いる音表記は、 に言及される

に従う。具体的には、国際音声字母 で規定されるもののほか、朱曉農 で
明確に定義される主に中国で使用されている音声記号も断りなく用いる 。

方言の言語資料は筆者が 年２月に華侃主編 の語彙表に基づいて収集し
た一次資料を用いる。主たる調査協力者はドガク・タンジン さん（男
性、 代）で、色上下郷出身である。アイデンティティーとして牧畜民であるが、生活様式につ
いて見ると、言語形成期を遊牧民としてではなく、定住民として過ごしている。このほか、遊
牧民として言語形成期を過ごした複数の 方言話者からも随時調査協力を得た。

方言の音体系一覧
ここでは 方言の音体系を音節構造、子音、母音の順に紹介する。なお、超分節音素
は認められない。詳細は鈴木 を参照。

音節構造
音節構造は、鈴木 を参照して以下のように記述する。

このうち （主子音）と （音節核の母音）が必須である。
最初頭子音 は特定の子音に限られ、通常は主子音よりも聞こえが低い。わたり音 は に
限定される。よって最大の初頭子音の構造は３子音連続となる。音声学的には と記述で

もあわせて参照。
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きる最初頭子音が主子音と同様に明瞭に聞こえる事例がある が、両者の間に弁別的な差異を
見出すことはなく、加えて音声学的にゆれも認められるため、音節構造を表す上で表記の区別
を設ける必要性は認められない。
音節核になる母音の位置には、１音節につき１つの母音が出現する。母音連続は１音節内で
認めない。
末子音は特定の子音に限られる。母音と末子音の組み合わせには制限があり、詳細は表２を
参照。

子音
音節構造の主子音位置に現れる音素の一覧は以下のようになる。

表１： 方言の主子音（ ）となりうる子音一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
前 後

閉鎖音 無声有気 ú

無声無気 ú P

有声 ã é

破擦音 無声有気 C

無声無気 C

有声 ý

摩擦音 無声有気 C

無声無気 F ù C X

有声 ý G H

鼻音 有声 ő N

無声
˚ ˚

ő̊ N̊

流音 有声
無声

˚
半母音 有声

音節初頭に現れる子音連続（ ）のうち、 については、音の性質に基づいて、次のよ
うに分類できる。

鼻音類（前鼻音類）
（ ）同時調音的鼻音（狭義の前鼻音；調音位置は に一致）
（ ）非同時調音的両唇鼻音 ˚

たとえば、 Kő Kő 「二」など。
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非鼻音類
（ ）両唇閉鎖音
（ ）両唇継続音（摩擦音 F B 、半母音 ）
（ ）そり舌継続音（摩擦音 ù 、流音 ）
（ ）軟口蓋摩擦音 ,

（ ）口蓋垂摩擦音 X K

（ ）声門摩擦音（前気音） H

母音
舌位置による分類では、 5 O @ の母音が認められる。
すべての母音について、長短および鼻母音 非鼻母音の対立は認められない。
母音と末子音（ ）の組み合わせには、次のものが認められる。

表２：音節核の母音と末子音の組み合わせ

母音 \末子音 なし N

© © © © © © ©

© © © © © © © © © ©

© © © ©

© © © © © © © © ©

5 © © © © ©

O ©

© © © © © © © © ©

© © © © © © ©

@ © © © © © © © © © ©

末子音 と は、母音 と @ について対立を形成する点に特に注目できる。

方言における蔵文と口語形式の対応関係
本節では、蔵文形式をもとに、 方言と蔵文との音対応を記述する。ただし、記述はま
ず口語形式の初頭子音部分（ ）と母音＋末子音部分（ ）の２種に分け、それぞれさらに下
位区分を設けて議論する。最後に、音節全体にかかわる現象（ ）をまとめる。
蔵文は に基づく転写で示し、例語に続けて に入れ、イタ
リック体で掲げる。チベット文字の表す音価は格桑居冕・格桑央京 を参照。

初頭子音部分
初頭子音は、それが語頭に位置するか語中に位置するかで若干の異なりが認められ、語中に
くる場合には先行音節末の蔵文が後続の音節初頭に影響する事例がある。このため、まず初め
に語頭に位置する例についてまとめ、そののち語中における例を取り上げる。
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まず語頭位置に関して扱う項目としては、蔵文単子音字の音対応、蔵文阻害音基字に先行す
る子音字がつく形式の音対応、蔵文足字 対応形式、蔵文足字 対応形式、蔵文基字 および足
字 対応形式、蔵文足字 対応形式、蔵文 鼻音字を含む形式、前鼻音を含む子音連続、そ
のほかの特徴に分ける。これに続き、語中位置における特記事項をまとめる。

単子音字の対応関係
以下、蔵文有気音字、非有気音閉鎖・破擦音字、摩擦音字、共鳴音字に分類して掲げる。
蔵文有気音字 は、一部の を除いてそれぞれ調音位置の対応する有気音で

現れる。たとえば、以下のようである。

「口」
C @「水」

「かまど」

「鳩」
「からい」

蔵文 には無声声門摩擦音に対応する例がある。これらの現れる は、 で実現しない。

「ぶた」
「両親」

「負ける」
「射とめる」

蔵文非有気音閉鎖・破擦音字 ∅ は、 および少数の を除
いてそれぞれ調音位置の対応する無声無気音で現れる。たとえば、以下のようである。

5「柱」
「衣服」

C 「テーブル」
C「茶」
「氷」

「蓮」
「栴檀」
「めちゃくちゃの」

P 「母」

蔵文 のうち、H ú 「土ねずみ」 は例外的対応といえる。
蔵文 および少数の は有声両唇接近音に対応する。

「霜」
@ 「チベット族」

「子牛」

「ひざ」
X「皮膚」

蔵文摩擦音字 は、最後の を除き、蔵文の表す調音位置はそのまま に、
は有気音、 は有声音に対応する。 については、有声軟口蓋摩擦音に対応する。たとえ
ば、以下のようである。

アムドチベット語では、 に Ê が対応する事例（ ）が多いが、 方言はそ
うでない点で、注目に値する。
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C 「きのこ」
ý 「目が見えない」
「土」

「橋」
「理解する」

G 「乳」

蔵文共鳴音（鼻音、半母音）字 は、 を除いてそれぞれ蔵文の表す音価のと
おりに対応する。たとえば、以下のようである。

N 「私（絶対格）」
ő「魚」
「病気である」

「バター」
「水槽」

「上へ」

蔵文 の対応形式は、確認できた例が少ないが、G 「狐」 のように有声軟口蓋摩擦音に
対応するものもある。

蔵文阻害音基字に先行する子音字がつく形式との音対応
蔵文阻害音基字に先行する子音字がつく事例は非常に多く、また音対応が複雑である。以下
に有声性と子音連続に大別して記述する。

有声性について
で見た音対応には、有声閉鎖・破擦音が現れない。これらは蔵文において、基字

に先行する子音字がある場合に現れる。先行子音字が かそれ以外かで分けて例をあげ
る。前者は鼻音が先行子音として現れ、後者は非鼻音が先行子音として現れる。
先行子音字が のもの

「頭」
N 「伝染する」

ý「男性器」
ő ý 「つるつるの」

「色」

ñé 「泥」
@「虫」
「ゾ 」

@ 「ほおばる」

先行子音字が 以外のもの

「分かち合う」
「教師」

H 「妻」
ý C @「痕跡」

H ý5「蚤」

@「悪魔」
H N 「木」
H 「波」

「ポット」

ヤクと牛の交配種の雄を指す。
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ただし蔵文 の組み合わせは、 に対応する例が認められる。

5 「蛙」
「太い」

N「浸す」

これらには、蔵文に反映されない が含まれる。この特徴は蔵文成立より時代をさかのぼる
音特徴の留保と考えられる（ ）が、チベット・ビルマ諸語の再構形式
にさかのぼるものでもないようである（ 参照）。
また、蔵文 の組み合わせは、 HG に対応する。

HG@ 「空気」 HG N「権力」

基字が非有声閉鎖・破擦音の場合、無声音（有気、無気）に対応する。

「口のきけない人」
N̊ 5「つむぐ」

˚ 「町」
C5「湿った牛糞」

ő̊ C 「ゆがんだ」

˚ C 「脇」
「クルミ」

˚
H 「引き出し」

˚ 「親指」
「発展させる」

˚ @「飛ぶ」
「さび」

˚ N「売る」

˚ 「湖」

ただし蔵文 の組み合わせは Fù に対応する例が多い。

Fù N「草地」 Fù@「毛」

また、蔵文 の組み合わせは X を含む形式に対応する例が多い。

X 「英雄」 X 「役人」

摩擦音字の場合、先行子音の有無にかかわらず有声性の観点からは蔵文と口語形式の間に対
応関係がある。以下に基字に先行子音字がある場合の例を掲げる。

XC 「解剖する」
ý@「四」

「三」
H 「袈裟」

子音連続の構成について
子音連続の構成については、初頭子音の調音方法によって分類する必要がある。
まず、第１要素が鼻音の場合、上に見たように、蔵文先行子音字が の場合は後続子音にか
かわらず両唇鼻音が対応し、先行子音字が の場合は後続子音の調音位置と同じ位置の鼻音（前
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鼻音）が現れる。上で例を挙げなかった主たる子音が有気音の場合も同様であり、たとえば次
のようである。

˚ @ 「飛ぶ」

˚ N「見える」

˚ 5 「腎臓」

N̊ 「車輪」

˚ 「夜中」

˚ 「生活」

ただし、次のように、無声鼻音に対応する例も認められる。

˚
N「飲む（命令）」

˚
「脈打つ」

ここでは、初頭子音の調音位置について、蔵文におけるどのような先行子音字が 方
言の両唇音、そり舌音、軟口蓋～口蓋垂音、声門音といった先行子音に対応するのかを記述す
る。上で触れた個別の蔵文の組み合わせに認められる対応関係については以下で触れない。
蔵文前接字 は両唇音に対応するが、閉鎖音か継続音かは蔵文からは予測しがたい。ただし、

基字が摩擦音の場合は先行子音が両唇継続音となる。たとえば次のようである。

N̊ N「監獄」
@「悪魔」

F X「汚い」
ý@ C@「 」

また、 の組み合わせをはじめ、同じく両唇の調音となる を含む の組み合わせ
については、わたり音 の位置に を含む形式に対応する例がある。

「命令」

˚ 「町」
「鍛冶屋」

蔵文頭字 および蔵文前接字 はそり舌音に対応するものが多い。

ù 「馬」
ù 「見る」
ù 「虎」
ù C「舌」
ù 「白い」

「鷹」
「門」
N 「膀胱」

@ ã 「ぶどう」
@ 「眉毛」

ただし、前気音に対応する例もあり、特に２音節語の初頭音節に現れる。

「星」
「唖者」
「ボウル」

H 「竹垣」
H 「育ちすぎの」

蔵文前接字 は軟口蓋～口蓋垂音に対応するものが多い。たとえば次のようである。
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X C@ 「小便」
X 「錐」

FC@ K 「傘」
Ký 「削る」

ただし、少数ながら前気音に対応する例もある。

N「放つ」
H 「座布団」

H N 「梁」

声門音、すなわち前気音は、上に述べたように、蔵文頭字 、蔵文前接字 のすべてに
対応する。どの語が声門音になるかは予測できる性格のものではない。

蔵文足字 対応形式
蔵文足字 対応形式は大きく蔵文 対応形式と 対応形式に分かれる。蔵文 とは基字

に足字 を伴う形式を含む形式についていい、蔵文 とは基字 に足字 を伴
う形式を含む全ての対応形式についていう。
蔵文 は基本的に両唇継続音が先行する前部硬口蓋摩擦音が対応する。たとえば、以下のよ

うである。

FC 「開ける」
FC「鶏」

ý@ 「与える」

ただし前部硬口蓋破擦音が対応する例がある。たとえば、以下のようである。

F C 「初春」
ý 「貼る」

ý 「受け取る」

蔵文 は基本的に硬口蓋閉鎖音が対応する。たとえば、以下のようである。

「持ち歩く」
Hé ˚ 「海」

é5 C@ @ 「 」

ただし前部硬口蓋破擦音が対応する例がある。たとえば、以下のようである。

C N「壁」 H ý @ 「漢族」

蔵文足字 対応形式
蔵文足字 を含む形式には、 を含む形式 、 を含む形式 、

など閉鎖音を含むもののほか、 などもある。 方言では、 で異なる対応
関係を示す。それぞれ順にみていく。
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まず、 対応形式は両唇音を先行子音とするそり舌閉鎖音で現れるものが多数である。たと
えば以下のようである。

ú 「孤児」
ú@ 「岩石」
ã5「裂く」

Fú 「さる年」
ã「米」

中には両唇音を先行子音とするそり舌摩擦音もしくは で現れるものもある。これらは蔵文
に対応するものが多い。たとえば以下のようである。

Fù@ 「雲」
Fù「猿」

「蛇」
「黒テント」

例外として、 ù 「味わう」 、K 「雅拉雪山」 のように、蔵
文 に が対応する例がある。

対応形式については、硬口蓋閉鎖音に対応するもの、前部硬口蓋破擦音に対応するもの、
およびそり舌閉鎖音に対応するものの３種類がある。いずれに対応するかは音韻論的な基準で
は決まらないようである 。そり舌閉鎖音に対応するのは文化語彙が多く、読書音の影響が考
えられる。
硬口蓋閉鎖音に対応する例は、以下のようである。

@ 「けん引する」
「小麦」

ñé 「傍」
ñé 「行く 未完了 」

前部硬口蓋破擦音に対応する例は、以下のようである。

C 「血」

˚ C @ F「胆嚢」
C「髪」

そり舌閉鎖音に対応する例は、以下のようである。

ú @「１万」
ú C 「吉祥」

ú@ 「影」
ã N「数える」

対応形式については、 のみが確認されているが、そり舌閉鎖音が対応する。たとえ
ば、以下のようである。

この現象は他のアムドチベット語（王雙成 ）のほか、カムチベット語（鈴木 ）やそのほ
かのチベット系諸言語（仁増旺姆 ）にも認められる。
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ú 「６」
ú N FC 「おもての」

ïã@「尋ねる 未完了 」
ïã「鬼」

対応形式については、基本的にそり舌摩擦音が対応する。たとえば、以下のようである。

ù 「命」
ù N 「妹」

ù 「かわうそ」
ù 「硬い」

中には無声無気そり舌閉鎖音で現れるものもある。たとえば以下のようである。

ùú 「火であぶる」 ùú N「守る」

蔵文基字・足字 、および 対応形式
方言では、基本的に蔵文 には が対応する。たとえば、以下のようである。

「道」
「手」

「年」
N「体」

方言では、蔵文 を除き蔵文足字 には何らかの先行子音を伴う が対応する。
たとえば、以下のようである。

K N@「茶色の牛」
G N「風」

H 「脳」
「ラマ」

蔵文 には H が対応する。たとえば、H O「月（天体）」 のようである。
一方、蔵文 には前気音を伴う

˚
が対応する。蔵文 には前気音を伴わない

˚
が対応する。

たとえば、以下のようである。

˚
「倒す」

˚
ú「学校」

˚
「神」

˚
「ゆるい」

ただし、X 「靴」 は例外といえる。

蔵文足字 対応形式
方言では、蔵文足字 に対応する音形式は現れない。たとえば、以下のようである。

ù 「草」
ý「帽子」

「角（つの）」
「塩」
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蔵文鼻音字が基字となる形式
方言では、蔵文鼻音字が基字として単独で現れる場合は、それぞれの調音位置の有声

鼻音が現れる。たとえば、以下のようである。

@ 「真珠」
@N「去年」

ő「魚」
N「私」

蔵文鼻音字基字に先行子音字 が存在するとき、その先行子音字の性質によらず鼻音部
分が無声化することがある。たとえば、以下のようである。

ő̊ N「心臓」
ù

˚
「膿」

ùN̊「五」
ùN̊「銀」

以上について、同一の語（形態素）が語中にくると自動的に有声音になる例もある。たとえ
ば、 C N 「十五」 のようである。
ただし、以上の条件でも有声音にのみ対応する例もある。また、先行子音字が の場合は常
に有声音に対応する。たとえば、以下のようである。

H 5「耳」
H 「傷」
Hő N N「古い」

H 「呪う」
H 「天」
H 「押しつける」

ただし、有声鼻音を主子音とするものに無声音の先行子音が現れる組み合わせも散見される。
たとえば、以下のようである。

ő 「管家」 X 「赤い」

蔵文鼻音字基字に先行子音字 が存在するとき、基本的に両唇鼻音を初頭子音とする形式に
対応する。たとえば、以下のようである。

「嫁」
ù 「誓う」

N 「甘い」
N 「派遣する」

以上に加えて、 方言では、蔵文 を初頭子音とする語が両唇鼻音を伴う前部硬口蓋
鼻音 ő に対応するものがある。これらは蔵文で後続母音が または の場合に認められる。た
とえば、以下のようである。
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ő 「火」
ő 「目」
ő@「人」

ő N「名前」
ő 「飲み込む」

蔵文基字 に先行子音字がある場合、 Hő に対応するものもある。たとえば、以下のようで
ある。

Hő ù C@ 「蹄鉄」 Hő@ 「夢」

これらの中には古蔵文において とつづられていた語も含まれており、古蔵文の形式に対
応関係を求めることもできる。なお、もともと蔵文で を含む例は前部硬口蓋鼻音に対応し、
たとえば、以下のようである。

ő@ G@「芽」 ˚ő̊ 「竹」

さらに、ù

˚
「猟師」 や ùő̊ 「しりがい」 のような例外的音対応も少数

ながら認められる。

そのほかの特徴
方言において特筆に値する事例に口蓋垂音の存在がある。口蓋垂音を主たる初頭子

音としてもつ例は、一定の蔵文との対応関係を認めることができる。口蓋垂閉鎖音 は以下
のような例に存在する。

5「雪」
5 「からす」

5「スープ」
「針」

「凹の」
「苦い」
「渋い」

F 「抜く」

以上の例で口蓋垂閉鎖音はいずれも蔵文初頭子音 または と対応している。これらの語の
いくつかは、これまでのチベット語諸方言における口蓋垂閉鎖音をめぐる先行研究があげる例と
重なるものがある（孫宏開・王賢海 、鈴木 、 、
鈴木・イェシェムツォ 、黄布凡 、王雙成 など） 。蔵文の文字体系では書き分
けられないが、口蓋垂閉鎖音と軟口蓋閉鎖音は対立していたことが示唆される。
口蓋垂摩擦音については、 で述べた蔵文 対応形式のほかにも若干例が認められるが、

いずれも蔵文とよく対応するとはいえない。

ただし、 方言の近隣に分布する （塔公）方言の口蓋垂音については、対応関係が
異なるようである。鈴木、四郎翁姆 参照。
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X 「靴」
X 「靴屋」

X 「唐辛子」

語中位置の場合の特記事項
語中位置の場合、特定の蔵文のつづりについて、先行音節末と後続音節初頭の間で音節を超
えた音対応が認められる。
まず注目するのは、蔵文先行音節末子音字が後続音節の初頭子音になり、先行音節が開音節
になるという現象である。
蔵文において先行音節末が で、かつ後続音節が の場合、次のように後続音節の初
頭が軟口蓋阻害音 口蓋垂阻害音で現れ、かつ先行音節は開音節となる。

C 「肩」
「手」

X「皮膚」
X「大便」

X「婿」
ã X「牧畜民」

H X 「召使」
「唖者」

G 「ふくろう」
「カラスムギ」

C G「ビャクシン」

˚ G「縄」

第２音節の初頭子音の調音位置（口蓋垂音か軟口蓋音か）は第１音節単独の音対応（ 参
照）にしたがって決まると考えられる。
蔵文において先行音節末が で、かつ後続音節が の場合、次のように後続音節の

初頭が軟口鼻音で現れ、かつ先行音節は開音節となる。

N 「谷」
ù @ N「足」

N̊ @ N「家」
ù N「空の」

次に注目するのは、先行音節末子音が で、かつ後続音節初頭子音字が の場合、先行音節
が開音節となり、後続音節初頭子音が と対応するというものである。

「雹」
「鍛冶屋」

ý 「視覚障碍者」
「鎌」

ù 「白い」

X 「赤い」
ý 「粘つく」

X 「新しい」
ù @ 「酸っぱい」

N 「甘い」

次に注目するのは、例は少数であるが、先行音節末子音が で、かつ後続音節初頭子音字が
の場合、後続音節初頭子音が蔵文 と同じく Fù と対応するというものである。
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H N Fù 「蒸気」 Kő Fù「第２」

このタイプの音対応は相対的に少ない。

母音＋末子音部分
ここでは、 方言の蔵文母音 ＋後接字の対応形式について、後接字を伴わ
ないとき、閉鎖音の後接字 を伴うとき、鼻音の後接字 を伴うとき、それ以
外の後接字 を伴うときの４種に分類して掲げる。後接字に再後接字 がつく場合がある
が、口語形式に明確な対応関係を得られないため、以下では省略する 。
で区切ってあるものは自由変異ではなく、語ごとに決まっている。すなわち、特定の語には

１つの音形式が決まっており、口語形式と蔵文との対応関係が複数認める必要があるいうこと
である 。

蔵文後接字を伴わないとき
蔵文後接字を伴わないとき、すなわち蔵文において開音節形式（ ）となるの場合で、語末
位置における基本的な対応関係は以下のように示すことができる。なお、末子音位置に現れる
蔵文 は音価をもたないと考えられるため、ここに含める。

表３：蔵文開音節形式の音対応

\

@

@

たとえば、以下のようである。

「口」
「矢」

@「犬」
C @「水」

@「誰」
ù 「首」

ő「火」
「石」

蔵文後接字が閉鎖音字のとき
蔵文後接字が閉鎖音字（ ）の場合の語末位置における基本的な対応関係は、以下のよう
に示すことができる。

いずれも語末位置で現れる事例を記述する。語中位置の場合は において記述してある。
なぜそのようなことが起きているのかは共時的記述からでは不明な部分が多く、本稿では扱わない。
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表４：蔵文後接字が閉鎖音字の形式の音対応

\

@ 5

@

@ @

@

具体例としては、以下のようである。

H ý 「背」
@ 「西」

「平らな」

˚ 「手に入れる」
ù 「言語」

ù 「幸せな」
@「肥料」

C 「力」
ùő̊ 「しりがい」
「チベット人」

C 「血」

ù

˚
「膿」

5 「おすぶた」
ú@ 「岩石」
ő 「目」
@ 「関節」

ã 「龍」
ù 「階」
ù@ 「やけどする」
XC 「円寂」
ù 「命」

語中位置の場合、 で述べた「先行音節末が で、かつ後続音節が 」という条件
下で、表４の対応と比べて、母音の質は表５のまま末子音 が脱落した形式に対応する。例
については を参照。ほかにも、末子音字 の対応形式 が脱落する例が散見される。この
場合でも、母音の質は表４に示したものと変化がない。たとえば以下のようである。

「チベット文字」 ù C 「会話」

蔵文後接字が鼻音字のとき
蔵文後接字が鼻音字（ ）の場合の語末位置における基本的な対応関係は、以下のよう
に示すことができる。
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表５：蔵文後接字が鼻音字の形式の音対応

\

N N @N

@ @ N @N

@ @ N

N

N

たとえば、以下のようである。

H 「天」
@ 「浸す」
「三」

@ 「孵化する」

˚ 「縫う」
「熊」

ù 「口蓋」
X C@ 「小便」

@ 「７」
C 「祭り」

K 「左」
Fù N「草地」

N「平原」
@N「牛小屋」

ő̊ N「心臓」
@N「去年」

ő N ő N「少ない」

˚ú N「数珠の玉」
ù N「千」

語中位置の場合、 で述べた「先行音節末が で、かつ後続音節が 」という条
件下で、表５の対応と比べて、母音の質は表５のまま末子音 N が脱落した形式に対応する。例
については を参照。

蔵文後接字がその他の子音字のとき
蔵文後接字がその他の子音字（ ）の場合の語末位置における基本的な対応関係は、以下
のように示すことができる。

表６：蔵文後接字がその他の子音の形式の音対応

\

@ 5 5

@ @

@ @

たとえば、以下のようである。
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「氷」
X C@「はさむ」
@「テント」

X 「金（きん）」
X 「錐」

5「羊毛」
ú 5「税」
ő̊ 「発酵する」
「脂肪油」

ù @「中間」
ùN̊「銀」
ú「騾馬」
C 「ガラス」
ù 「淹れる」

ùN̊「枕」
Kő「二」
G 「ユー地方」
C 「経文」

語中位置の場合、 で述べた「先行音節末が で、かつ後続音節が 」という条件下で、
表６の対応と比べて、母音の質は表６のまま末子音 が脱落した形式に対応する。例について
は を参照。

音節全体に関わる特徴
２音節が縮約し１音節語になっている例が複数認められる。そのほとんどの例において、縮
約後の音節の母音が 5 もしくは O で現れている。たとえば以下のようである。

5 をもつもの

5「雪」
H 5「耳」

C5「湿った牛糞」
C 5「鹿」
K 5「キバノロ」

H ý5「蚤」
ù 5「根」

5「柱」
ú5「網」

5「月（年月）」

O をもつもの

H O「月（天体）」
O「煙」
O「腹」

O「黄羊」
O「金槌」

O「取っ手」

以上の例において、 5 は表３を参考すれば分かるように、対応する蔵文の第１音節の形式に
由来すると考えることはできない。よって、第２音節との縮約によって 5 が現れると解釈する
ことになる。加えて、 O は以上のような音節の縮約によって生じている以外に蔵文との対応関
係をもたない。そのため、表２を見ると明らかなように、末子音を伴う対応関係が認められな
いといえる。
また、初頭子音が単独の有気音字で蔵文末子音字が の例のいくつかは、 方言にお

いて前鼻音が現れることがある。通常末子音字 の対応音 N も残るが、いくつかの例では脱落
することもある。
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˚ú N 「数珠」
N̊ N「護法神殿」

N̊ @ N「家」

˚
N̊ 「仏間」

以上に挙げた例のうち、「家」「仏間」の例で完全に音節末鼻音が脱落する。ただし、 N 、 N

と記述される語は、その初頭子音が何であれ、音声学的な自由変異として音節末鼻音が先行母
音を鼻母音化して脱落したり、何の影響も与えず脱落したりする事例が確認される。
この現象に類似するものに、 N 「櫛」 も含まれるだろう。この例では、蔵文
第２音節の末子音が口語形式では脱落し、その代わりに第１音節末に鼻音が現れる形となって
いる。

まとめ
本稿では、カム地域で話されるアムドチベット語 方言について、その音形式を蔵文
と対照することを通じて、同方言の音対応の特徴を明らかにした。
蔵文との対を通じて、共時的音体系のそれぞれの要素と蔵文との基本的な対応関係が明らか
になった。蔵文の初頭子音連続、 の組み合わせ、および複数の母音字＋末子音字の対応関係
では、同一のつづりに対して複数の音対応が認められることが分かった。また、比較的規則的
な音節の縮約が認められ、２音節語の音節間の分節音が互いに作用している事例なども存在す
ることが判明した。

付記
方言の調査に当たっては昆明市の瑪吉阿米・香格里拉藏族風情宮の関係各位の協力

を得た。ここに記して感謝の意を表する。
筆者による現地調査の一部については、 年度日本学術振興会科学研究費補助金若
手研究 「言語多様性の記述を通して見る中国雲南省チベット語の方言形成の研究」（研究代
表者：鈴木博之、課題番号 ）、 年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤
研究 「チベット・ビルマ語族の繋聯言語の記述とその古態析出に関する国際共同調査研究」
（研究代表者：長野泰彦、課題番号 ）、 年度日本学術振興会科学研究費補助
金若手研究 「チベット文化圏東部の未記述言語の解明と地理言語学的研究」（研究代表者：
鈴木博之、課題番号 ）および 年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤
研究 「高精細度広域地図による中国および隣接する多言語地域の地理言語学的研究」（研究
代表者：遠藤光暁、課題番号 ）の援助を受けている。
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の言語と言語学』第５号 　
鈴木博之 「カムチベット語塔城・格登 方言の音声分析」『アジア・アフリカ

の言語と言語学』第８号 　
鈴木博之 〈尼汝藏語的小舌輔音與其藏文對應規律〉《東方語言學》第 輯
鈴木博之 「カム地域のアムドチベット語・道孚県色上下 方言の音声記述」『京都

大学言語学研究』第 号 　
鈴木博之 「香格里拉市北部のカムチベット語諸方言の方言特徴とその形成」『アジア・ア

フリカ言語文化研究』第 号 　
鈴木博之、イェシェムツォ 「アムドチベット語中阿土霸 方言の音声分析」『アジ

ア・アフリカの言語と言語学』第１号 　
鈴木博之、四郎翁姆 「カムチベット語塔公 方言にお

ける口蓋垂音」『言語記述論集』
西義郎 「現代チベット語方言の分類」『国立民族学博物館研究報告』 巻４号

地図　
西田龍雄 「チベット語の変遷と文字」長野泰彦・立川武蔵編『チベットの言語と文化』

冬樹社
青海民族

出版社
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Ê

華侃主編 《藏語安多方言詞匯》甘粛民族出版社
黄布凡 〈藏緬語的小舌音〉《語言學論叢》第四十五輯
江荻 《藏語語音史研究》民族出版社
格桑居冕 、格桑央京 《實用藏文文法

教程 修訂本 》四川民族出版社
瞿靄堂、金效静 〈藏語方言的研究方法〉《西南民族學院學報》第３期
仁増旺姆 《迭部藏語研究》中央民族大學出版社
孫宏開、王賢海 〈阿土霸藏語語音中的幾個問題〉《民族語文》第２期
王雙成 《藏語安多方言語音研究》中西書局
張濟川 〈藏語方言分類管見〉戴慶廈等編《民族語文論文集 慶祝馬學良先生八十寿辰文

集》 中央民族學院出版社
張濟川 《藏語詞族研究 古代藏族如何豐富發展他イ門的詞匯》社會科學文獻出版社
朱曉農 《語音學》商務印書館
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付録： 方言の語彙リスト
配列は華侃主編 に準拠し 、名詞（天文地理、人体、人物、家畜、その他の動物、植
物、食物、衣料装飾、住居、生活用具、その他道具、文化教育、抽象物、位置方角、時間）、数
詞、代名詞、形容詞、動詞 の順である。

天文地理

天　　 H

太陽　 ő@

光　　 G

月　　 H O

星　　
流星　
天気　 H

雲　　 Fù@

雷　　 ã

風　　 G N

雨　　 H C

虹　　 ő ý

雪　　 5

雹　　
霜　　
露　　 C @

霧　　
˚

G

氷　　
火　　 ő

煙　　 O

電気　 G

空気　 G N H G G N

蒸気　 H N Fù

水害　 C @

世界　 H N

地　　

山　　 @

尾根　 @ N

谷　　 N

がけ　
岩石　 ú@

洞窟　 ú@ G@ ú@

洞穴　 N

川　　 C @

湖　　 ˚

海　　 Hé ˚

渡し場 C @

貯水池 C @

井戸　 C @

杭　　 @N

土手　 C @ @

道　　
平原　 N

沼　　 O

土　　
畑　　 ý N

水田　 C @ ý N

乾燥地 @ ý N

農区　 N

牧区　 ã X

半農半牧 ã X N

石　　

ただし一部個別例について補足したものも含む。
方言には、動詞の語幹交替が認められる。ただし、本稿では原則的に未完了の形式を採用

する。語幹交替の記述は別稿にゆずる。
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砂　　 FC

埃　　 O

泥　　 ñé

水　　 C @

波　　 H

泉　　 C @ ő@

温泉　 C @

森　　 @

草地　 Fù N

鉱石　
金　　 X

銀　　 ùN̊

銅　　 N

鉄　　 C

ダイヤ C

鉛　　 ý ő

さび　
アルミ @N

瑪瑙　 G @

黄銅　
鋼　　 C

煤　　 H 5

炭　　
磁石　 H

草木灰 H 5

朱砂　 ˚ 5

場所　 C

長江　 ã@ C @

黄河　 H C @

ラサ　
˚

ユー　 G

ツァン N

カム　
アムド P

ポタラ宮
クンブム ù @ @

ラプラン H ú N

西寧　 @ N

町　　 ˚

通り　 ú N

村　　 H ú N

橋　　
家　　 C @ N

故郷　 @

人体

体　　 N

頭　　
髪　　 C

お下げ C

額　　
眉毛　 @

睫毛　 ő Fù@

目　　 ő

鼻　　 ù

˚
鼻の穴 ù

˚
N

耳　　 H 5

顔　　 N

ほほ　 ő ý

口　　
唇　　 ˚ C @

あごひげ Fù@

あご　
首　　 ù

肩　　 C

背　　 H ý

脇　　 ˚ C

胸　　 ú N
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乳房　 @

乳　　 G

腹　　 O

へそ　
腰　　 ù

尻　　 F N N

太もも
ひざ　
下腿　 ő

足　　 ù @ N

くるぶし ù N @

腕　　 N

手　　
腕　　
指　　 @ G@

手のひら F

親指　 ˚

小指　 @ C N

爪　　
指紋　 ˚

拳　　 @ @

肛門　 X N

男性器 ý

睾丸　 @ H

女性器 ő

胎盤　 @

皮膚　 X

しわ　 ùő̊

あざ　
˚

傷　　 H

傷口　 H

しみ　 H @

白癬　 ùN̊

肌　　 C @

血　　 C

筋肉　 H ý@ 5

脈　　 ù

脳　　 H

骨　　 @

脊椎　 H 5 N

肋骨　 ù @

関節　 @

骨髄　 ù N

歯　　
犬歯　 @

歯茎　 ùő̊

舌　　 ù C

口蓋　 ù

喉　　 ő

喉仏　 P @

肺　　 H

心臓　 ő̊ N

肝臓　 ˚ C @

脾臓　 ˚

腎臓　 ˚ 5

胆嚢　 ˚ C @ F

胃　　 O

腸　　 H ý@

大腸　 H ý@

小腸　 H ý@ @

恥骨　
膀胱　 N

大便　 X

小便　 X C@

屁　　 FC @

汗　　 HN C @

痰　　 @

つば　 C @

鼻水　 ù

˚
C @

涙　　 ő C @

膿　　 ù

˚
垢　　 ú@
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声　　 ù

死体　
命　　 ù

寿命　

人物

人　　 ő@

人民　 ő@ N

平民　 @

チベット人 @

漢族　 H ý @

蒙古族
半漢半蔵 H ý

外国人 FC @ é

子供　 ý ý

赤ん坊 C

老人　 H 5

老婦人 H H 5

男　　 ý@ @

女　　 ý@

男女　
少年　
少女　
公務員 FC

商人　 ˚ N

医者　
˚

農民　 ý N

軍人　 H

牧民　 ã X

牧人　 @ G@

大工　 C N B

鍛冶屋
船大工 C@

狩人　 ù

˚
料理人 C

英雄　 X

女英雄 X

独身　 ő@ N

学者　
翻訳家
代表　 ù @ ˚ @

こじき ù @

泥棒　 ù

強盗　 C X

病人　 5

仇　　 H ý

王　　 H ý

皇帝　 C H ý

官　　 X

首領　 N

友人　 X

お供　 ñé

教師　
仕立て屋 B

靴屋　 X B

石屋　 B

肉屋　 FC

俗人　 @ ù

四肢障害者 H ý ù N H ý

盲人　 ý

聾唖者 G

禿げの人 H @

猫背の人 H

ばか者 H

口唇裂 FC

狂人　 ˚ő̊
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どもる人 @ @

口の利けない人　
主人　 H X

客　　 ïã

知り合い N C @

知らない人 N @ C @

下男　 H X

下女　 H

祖先　
祖父　 P ő

祖母　 P

父　　 P

母　　 P

両親　
息子　 ý@ @

息子の嫁
娘　　 ý@

娘婿　 X

孫息子
孫娘　
兄　　 P é

姉　　 P C

弟　　 ő

妹　　 ù N

父の兄 P @

父の兄の妻 P

父の弟 P @

父の弟の妻 P

甥　　
兄弟　 Fù

姉妹　 B

母の兄弟 P ý N

母の兄弟の妻　 P

母の姉妹 P

父の姉妹の夫　 P @

父の姉妹 P

義理の父 P ý N

義理の母 P

家族　 C B @

親戚　 Hő ő ő

夫　　 H

妻　　 H

継母　 K

継父　 K

未亡人
子なしの女性　 C

双子　 ˚

私生児 H @

孤児　 ú

家畜

家畜　 Hé@

牛　　
黄牛　 K N@

水牛　 C @ K N

ヤク　 K

めすヤク ã@

子なしのめすヤク　 ù

ゾ　　

めすゾ
子牛　
おす牛 K

めす牛 ã@

乳牛　 Bý

荷駄獣
湿牛糞 C5

角　　
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ひづめ
皮　　 5 X

毛　　 Fù@

毛の色 Fù@

尾　　 ùN̊

馬　　 ù

子馬　 ù

荷馬　 @

おす馬 ù

めす馬 ù

鬣　　
馬糞　 @

羊　　
綿羊　
めす綿羊
山羊　
子山羊 ú

子綿羊 ú

羊毛　 5

羊糞　
騾馬　 ú

ロバ　 @ @ N @

らくだ ùN̊

ぶた　
めすぶた
おすぶた 5

子ぶた ú

ぶた糞 @

犬　　 @

めす犬 @

猟犬　 C @

犬糞　 @ ù @

猫　　
うさぎ @ G N

鶏　　 FC

おんどり FC

めんどり FC

ひよこ FC ú

とさか
翼　　 C X

羽　　 Hã

鶏糞　 FC ù @

鴨　　 N

がちょう N5N

鳩　　

その他の動物

野獣　 @

猛獣　 X C H

虎　　 ù

獅子　 @ H

龍　　 ã

爪　　
猿　　 Fù

象　　 H N C

野牛　 ã N

豹　　 H

熊 パンダ
ヒグマ ú N

いのしし H

鹿　　 C 5

黄羊　 O

キバノロ K 5

麝香　 K 5 ù @

野ロバ ù N

かわうそ ù

ヤマアラシ H

鈴木 博之（2021）『言語記述論集』13: 13-66

39



ハリネズミ N

ねずみ @ G@

土ねずみ H ú

ねずみ糞 FC

リス　 5 FC

ジャッカル ˚

狼　　 FC@N @

狐　　 G

山猫　 FC@

鳥　　 FC

鳥の巣 FC N

鳥糞　 FC ù @

鷹　　
とんび C

はやぶさ X

ハゲタカ FC

ふくろう G

ツバメ
野生の雁 N N

すずめ FC G@ FC

こうもり FC FC

カササギ ù C

からす 5

めじろ @ FC

鸚鵡　
カッコウ
孔雀　 H FC

亀　　 @

蛇　　
蛙　　 5 5 5

トカゲ C H

魚　　 ő

虫　　 @

蚤　　 H ý5

しらみ C

アブ　 @

蚊　　 ã

蜘蛛　 H @

蜘蛛の糸 H @

ムカデ ù N é é

ミミズ @ @

アリ　 C

アリ塚 C N

ミツバチ H N

とんぼ @

蝶　　 FC

さそり @ H @ G

植物

木　　 C N H N

枝　　 C N

苗　　 C N ú

幹　　 H N

根　　 ù 5

葉　　
花　　
芯　　 N ő̊ N

芽　　 ő@ G@

柳　　 @ G@

柏　　 C G

松　　 Hã C N

松脂　 N C @

ポプラ ú C N

ぶな　 ù

茶の木 C N

栴檀　
竹　　 ˚ő̊
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とげ　
果物　 C N

桃　　 @

梨　　 @

みかん @

柿　　 C N P

ぶどう @ ã

はすの花
冬虫夏草 @ H ù H @ @

サフラン @

サトウキビ ő Hã N

胡桃　
タマリスク Fù

穀物　
食料　 ã@ @

米　　 ã

種　　 5

稲　　 ã

玄米　 ã@ H

小麦　
大麦　
カラスムギ
青禾果（裸麦の一種）　
麦（植物）

麦の殻 ú

とうもろこし　
綿　　 F @ 5

大麻　
野菜　 ùN̊ @

大根　
唐辛子 X

たまねぎ N

にんにく H X H

しょうが ù C

ジャガイモ 5N

豆　　 ù

大豆　 ù

蚕豆　 Hé ù

えんどう ù

落花生
ゴマ　 ã@

草　　 ù

きのこ C C N

人参果
ひまわり ő@

からし菜 ù

米　　 ã

食物

ごはん ý

粥　　 ã ã

小麦粉 @ ý

パン
蒸しパン C

餃子　 C @

乾物　 ù é@

朝食　 N C @

昼食　 ú ý

夕食　 C @

ミルクティー　 G C

肉　　 C

赤身　 C @

油　　 ù

˚
植物油 ù

˚
脂肪油
バター
ヨーグルト ý
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チーズ C @

初乳　 Fú@

牛乳の膜 Fú@

チーズケーキ　 @

ツァンパ ù

牛肉　 C

ソーセージ é@

塩　　
砂糖　 ã N

氷砂糖 C

酢　　 ù @ @

花椒　 K

卵　　 FC N H N

スープ 5

酒　　 C N

湯　　 C @

茶　　 C

タバコ O

薬　　 ù

˚
麩　　 C ù

ぶたの餌
馬の餌 ù C @

鼻タバコ ù

˚
@

酒かす C N

豆粉麺 @ N

衣料装飾

糸　　 ù @

布　　
絹　　 @ ù @

サテン
プル Fù@ ú

コート
袈裟　 H

毛織物 H

衣服　
チュバ
襟　　 N

袖　　 @ N

ボタン Hé

ズボン
スカート ù

˚
C @

スカーフ ù

帽子　 ý

ベルト ù @

靴下　 ù N @

靴　　 X

ブーツ ő ý@ ù

シャツ @

起毛ジャケット　 @

ハンカチ FC @

櫛　　 N

カーテン
装身具 H ý C

宝石　 @

珊瑚　 FC @

ジャスパー X @

真珠　 @

象牙　
琥珀　 Fù C

イヤリング N

ネックレス é@

指輪　 ù

ブレスレット　 ù
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住居

枕　　 ùN̊

布団　 ù H

座布団 H

家　　 N̊ @ N

屋根　 N̊ N

宿屋　 ã N̊ N

軒　　
土台　 @ H

キッチン C N̊ N

階層建築 N̊ N

階上　 N̊ N

階下　 C

倉庫　 N̊ N

牛小屋 @N N N̊ N

ぶた小屋 N

馬小屋 ù 5

羊小屋 5

鳥小屋 FC N

レンガ

瓦　　
壁　　 C N

丸太　 C N

板　　 C N

柱　　 5

門　　
閂　　
玄関　 C

窓　　 ù ù N

階段　 ù

梁　　 H N H N ù

たる木 C

ステップ ù

テント @

牛毛テント
竹垣　 H

庭　　 H

トイレ C N̊ N

生活用具

もの　 ùN̊ ùN̊

テーブル C

いす　 ù @ ù @

ベッド ő5 ú @

箱　　
キャビネット　 H ý

入れ物 C N

石鹸　 FC

芳香石鹸 ú@ ý H ý

ガラス C

鏡　　 N ù C H

箒　　 FC

明かり H

薪　　 @ C N

炭　　
火打石 ő

ほくち ú

石灰　 H ý

火箸　 ù C

マッチ ý

松明　 X 5

線香　 Fù
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染料　
かまど
鉄なべ N ú

フライパン ú

蒸し器 H N @

ふた　
ナイフ @

柄杓　 ù

スプーン @

しゃもじ ù

木製椀 C

ボウル
皿　　 H

箸　　 @

瓶　　
ポット
甕　　
壷　　
茶漉し C @

魔法瓶
水がめ C @

˚
バケツ C @

木製盆 Hý N

臼　　 H @

杵　　
ひも　 ù

三脚　 ù N

吊りベルト Hé N

秤　　 é

お金　 ú @ H

資金　 ù

利息　 ù

商品　 N

定規　 ú ù

針　　
錐　　
釘　　 C N

はさみ @ @

はしご ù

傘　　 FC@ K

鎖　　 ù C

鍵　　 ő

車輪　 N̊

棒　　 H X

鞍　　 ù

馬籠頭 ˚ @

馬腹帯 H

馬嚼子 ù

あぶみ C

蹄鉄　 Hő ù C@

馬槽　 ú

しりがい ùő̊

たづな ù

鞭　　 ù ù C@

駄架　 Hé N @ Bý

くびき Hő C N

牛の鼻輪
˚

X C@

指貫　 ù C

ピンセット ő ý

糊　　 ù

めがね ő

印鑑　
牛皮縄 ã5 N

船　　 ú@

電車　 N̊

飛行機 H FC

自転車 ù C@ ù
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その他道具

道具　 C

斧　　 ù

金槌　 O

のみ　 C N ú

鋸　　 5

錐　　 X

やすり H

かんな @

墨斗　 @ C

のり　 FC@

スコップ ù C@

鍬　　 XC N

鉄の鍬 N ù C@

備中鍬 C

鋤　　 ù

皮の袋 Hé

ガソリン H N ù

˚
@

機械用油 ˚ú @
˚

@

かつぎ棒 ú @ C N

刃物の柄 O

取っ手 O

くさび
縄　　 ˚ G

肥料　 @

鎌　　
水槽　
ふるい @

碾き臼 C

織機　 ˚ @ C @

包丁　 ù

投石器 G H

ほら貝 N ù

矛　　 N

的　　
鞘　　 @ C @

銃　　
弾　　
弓　　 Hý@

矢　　
わな　 ùő̊@

落とし穴 Hő@ N

火薬　 ő

毒　　
網　　 ú5

磨き粉
機械　 ˚ú @ N̊

担保　 X

贈り物
ノート
キルト ő5 @

マットレス ő5 H

賞品　 ù FC

文化教育

文字　
手紙　 ˚ @

字母　 5 FC

絵　　 @

本　　 X C

紙　　 C @
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ペン　 ˚ő̊@ @

インク ù

˚
学校　

˚
ú

学問　
話　　 ù C

チベット語
チベット文語　
名前　 ő N

姓　　 ő N

記号　 ù

新聞　 @

ニュース
物語　 H X

伝記　 H

ことわざ X X

笑い話 ˚

なぞなぞ
声　　 ù

歌　　 G @

民謡　 Gý

踊り　 ú

将棋　 ã

さいころ C

太鼓　 ùN̊

どら　 ˚ N

シンバル C 5 N

ベル　 ùN̊

竹笛　 H ý G N

笛　　 H N @

鈴　　 ú@ @

ラッパ Hý G N

映画　 H ő

タンカ N

お面　
宗教　 C

宗派　 ú ˚

信仰　
神仏　

˚
女神　

˚
鬼　　 ïã

女鬼　 ïã

悪魔　 @

竜神　 K @

仏陀　 N é

霊魂　 C

魂　　
円寂　 C

天堂　
˚

@

来世　 F C @

輪廻　 N̊

運　　 H N ù

縁　　 H

善行　
凶兆　 ù N

ラマ　
活仏　 Fú@ @

僧院長 ˚

僧侶　 ú

尼　　 C P

ボン教
管家　 ő

還俗僧 ù

施主　 Bý@ @

茶の寄付 N C

魔術師 P ˚ C

占い師
地獄　 ùő

閻魔　 C@ H ý C é

寺　　
˚

N̊

経堂　
˚

N̊

経院　 ú N

護法神殿 N̊ N
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静修室 ˚
N̊ N

六字真言 @ @ ã ú

燃灯祭 ùN̊ ˚ C

焼香　 F N

宝の甕
白塔　 ˚ C ù

火葬　 ˚ C

天葬　 FC

施食　 X

曼陀羅 N̊

マニ石 C

墓　　 @

仏像　 ù @ ïã

バター灯 ˚ C

カタ　 @

護身符箱 FC @

放生
生命樹 C N

呪文　 ùN̊

お経　 @ C

数珠　 ˚ú N

仏像彫刻家
˚

B

金剛　 H ý

天蓋　 Hé ˚

マニ車 @ N̊

布施　 Bý@

抽象物

中国　 ú N

地位　
権力　 HG N

生活　 ˚

給料　
分け前 ù 5

工場　 B ú

市場　 ˚ N

税金　 ú 5

優待　
用途　 C H

原因　 é@ ˚

答え　
飢饉　 @

苦しみ N N̊5

間違い Hã@

危険　 ő

区別　
空間　 X N

吉祥　 ú C

感謝　 H ý C ã C

裂け目
痕跡　 ý C @

沈殿物 ùő̊@

影　　 ú@

色　　
夢　　 Hő@

精神　
考え　 F @

外見　 B ù

事情　 ù FC

方法　
性格　 H ý@

力　　 C C

命令　
監獄　 N̊ N

うわさ ï̊ú

罪　　 ő
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契約　 H ý

裏地　 @N

歯磨き粉
˚

裸足　 ù N ý

引き出し ˚
H

武器　 ˚ C

勝利　 é

国家　 é

経験　 ő ő N

会議　 @

距離　
歩行　 ù N N

位置方角

方向　 C

東　　 C

南　　
˚

西　　 @

北　　 FC N

中間　 ù @

そば　 ñé

左　　 K

右　　 K

前　　 ùN̊@

後　　 @

外側　 FC @

内側　 N

隅　　 @

先端　 ù

周り　 N̊

近所　 ő

境界線 ˚ ˚

頂上　 H

上側　 ù

下側　
上　　
下　　
下の方
高いところ
上のほう N

ふもと
以上　 C

以下　 C

上へ　
下へ　
上半身
下半身

˚
端　　 ˚

底　　 ˚ @ ý

時間

時間　
今日　 N

昨日　 5 N

おととい ő

さきおととい　 Gý ő

明日　 N ő

あさって K N ő

しあさって Hý ő

今晩　 N

明日の晩 @N @ N N
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昨日の晩 N

昼間　 ő @

朝　　 N

正午　 ő N

夕方　 C @ ú

夜　　 N

夜中　 ˚

真夜中 H N

晦日　 H N

えと　 ù

ね　　 FC@

うし　 H N

とら　 ù

う　　
たつ　 ã

み　　 ã@

うま　 ù

ひつじ
さる　 Fú

とり　 FC

いぬ　 @

ぶた　
日　　
１日　 X C

２日　 Kő

月　　 5

午前　 ùN̊ ú

午後　 FC @ ú

１月　 5 N

２月　 5 Kő

月　 5 C@ Kő

上旬　
中旬　 5 ù @

下旬　 ý

誕生日 ù ù @

年　　
年齢　
最近　 ő C @ 5N N

今年　 @

去年　 @N

おとどし Hý @N

来年　 N

再来年 H N

以前　 ùN̊

昔　　 H

今　　
未来　 G N

はじめ N ő ý

月曜日 H 5

火曜日 H @

春　　 F C

夏　　
秋　　
冬　　 @

新年　 @

閏月　
˚

冬至　 @ ő@

夏至　 ő@

日食　 ő@ @

月食　 @

祭り　 C
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数字

一　　 X C

二　　 Kő

三　　
四　　 Bý@

五　　 ùN̊

六　　 ú

七　　 @

八　　 é

九　　 @

十　　 C@

十一　 C X C

十二　 C Kő

十三　 C

十四　 C Bý@

十五　 C N

十六　 C@ ã

十七　 C@ @

十八　 C@ é

十九　 C@ @

二十　 ő@ C @

二十一 ő@ C W X C

二十八 ő@ C é

三十　 C@

三十二 C@ Kő

三十八 C@ é

四十　 Bý@ C@

四十三 Bý@ C@ ý

五十　 HN C@

五十四 HN C@ N Bý@

六十　 ú C@

六十五 ú C@ N

七十　 @ C@

七十六 @ C@ ú

八十　 é5 C@

八十七 é5 C@ @

九十　 @ CW

九十八 @ CW é

九十九 @ CW @

百　　 é

百一　 é X C

百八　 é é

八百八十 é é é5 C@

千　　 ù N

万　　 ú @

十万　
百万　 FC

千万　
一億　 N C @

半分　 FC

第１　 N

第２　 Kő Fù

両 ２　

数量詞

１人　 ő@ X C

１碗　 X C

１腔　

１本の草 ù ù N X C

１粒の米 ã X C

１つかみの野菜　 F N
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２つかみの米　 ã

１杯　 N X C

１桶の水 C @ N

１碗のごはん　 ã N

１つかみの土　 ý X C

１時間 C @ X C

１輪の花 X C

１文　 X C

１そろいの靴　 X C X C

１対のウサギ　 @ G N C X C

１群れの羊 C X C

１区画の道路　 ú@ X C

１節　 X C

１日の旅程 ő X C

片方の靴 X X C

１巻きの紙 H X C

１口の食事 X C

１枚の布 N

１かご
˚

N

１セット C @ N

１歳の馬 X C

１個の荷物 é X C

１袋　 N

１隊　 X C

１列の家 N̊ N X C

１串の玉 ˚ú N X C

１滴の油 @ X C

２階　 ù Kő

１つの部屋 N̊ N @ X C

１包み ˚ @ X C

１瓶の酒 C N

１つの泥 X C

１斤　 é N

２銭　 ý

１斗　 ú N

１升　 ú C N N

１里　 H X C

１尺　 ú N

１咫　 ˚ N

１ 指の幅の単位 　 N

１ 肘の長さの単位 　 C @ N

１寸　 N

１対の牛 X C

１元　 H X C

１角　 N X C N

１分　 N

１畝　 X C

少しの間 @ @

１日　 ő@ X C

１夜　 ˚
X C

１か月 5 X C

１年　 X C

１歳　 X C

一生　 X C ő@ X C

１歩　 N

１度　 N X C

１声あげる ù X C N

１回打つ X C é

１噛みする N ã X C

いくらか C N @

いくつか C N @

毎日　 ő@ ïã

それぞれ
１倍　 X C

毎晩　 N ù

１すくい
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代名詞

私　　 N

私たち２人 ő

私たち N

あなた
あなた（敬称）　
あなたたち２人　 ő ő

あなたたち
彼（彼女）
彼ら２人 ő

彼ら　
我々　 N N

我々２人 N N ő

皆　　 N

自分　 N

他の人 Gý

これ　 @

これら @

ここ　 @ X @ @

この辺 FC

この２つ @ ő

このような @ ïã

あれ（近）
あれ（遠）
あれら
あそこ
あの辺 FC

あのような ù

誰　　 @

誰ら　 @ @

何　　 C @ @

どこ　 N

いつ　 @ ý

どのように N ïã

どれくらい C @

いくつ C @

そのほか
おのおの
一切　 N

すべて N

今回　 N

いつか ù
˚ ˚

形容詞

大きい C

小さい C N

太い　
細い　 ˚ú

高い　 ˚

低い　 X

凸の　 @ @

凹の　
でこぼこの @

長い　 @ N

短い　 N N

遠い　 N

近い　 ő

中間の ã N

幅広い é @

狭い　 é C N C N

広々した N

狭窄の
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厚い　 ˚ X

薄い　 ù ù

深い　
浅い　 ù ù

満ちた N

空の　 ù N

多い　 N

少ない ő N ő N

四角い Bý@ ú@

丸い　 G G

平たい
尖った ù C

はげた ù N

水平の
おもての ú N FC

うらの FC

命中した ˚ ˚ @

偏った K

歪んだ ő̊ C K

横の　 ˚ú

縦の　 ú N

まっすぐな ú N

曲がった
曲がりくねった　
黒い　
真っ黒の N N

白い　 ù

赤い　 X

真っ赤の X @ @

黄色い
真っ黄色の @N @N

緑の　 ý@N @

青い　 ùN̊

真っ青の ùN̊ C @ C @

灰色の ù ù

明るい X 5

まぶしい G G N N

暗い　 @

重い　 H ý

軽い　 N

速い　 é G

ゆっくりの
早い　 ùN̊

遅い　 FC @

鋭利な ù

˚
鈍い　 ù

˚
澄んだ N

濁った ő @

太った
肥えた é

やせた C ù

乾いた ù

湿った G

濃い　
希薄な N

密な　 @

疎な　 ù ù

硬い　 ù

軟らかい ő̊@

粘つく ý

つるつるの ő ý

ざらざらの ù

滑る　
きつい H

ゆるい
˚

固い　 ù

乱れた ùő̊ ï̊ú @ ùő̊ ïã

めちゃくちゃの　
正しい ïã@

誤った ˚ú

真の　 N

にせの @ C
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生の　 G

新しい X

古い　 Hő N N

よい　 ő @ @ X

悪い　 ő @ H

弱い　 H

高い　 N C

安い　 N

育ちすぎの H

年老いた
若い　 C N

美しい
醜い　 ù X

熱い　 ú

寒い　 ñ

暖かい ú ő ý

温暖な ú

涼しい F

難しい ù

簡単な ù

芳しい ú@ ý

くさい ú@ N

おいしい ú@ ý

酸っぱい ù @

甘い　 N

にがい
辛い　
塩辛い @

淡白な ő N

渋い　
魚くさい C ú@

脂っこい ý

暇な　
忙しい
裕福な FC

貧しい

清潔な X

汚い　 F X

生きている X

新鮮な X

死んだ C @

明確な 5

おいしい ý@

聞きよい ùő̊

見よい ùő̊ N ý ùő̊ N ý

うるさい ý C

つらい
退屈な @ ù

急ぎの ú ˚

色とりどりの　 ú ú

賢い　 @

愚かな
正直な ú N

ずる賢い K é@

注意深い ý @

和やかな ő ý

傲慢な N é

適当な ˚

凶悪な
厳しい N

遠慮深い 5 5

けちな
˚

まじめな ù N

怠惰な K é@ ù H ý@

平凡な ù ù @

行儀のよい ő

がんばった ù ïã

かわいそうな　 ùő̊ N ý

うれしい
幸せな ù

平和な ő ý

悲しい ùN̊
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精通した ˚

親切な ù

嫌な　 @

単独の ù N

崖の多い G

近所の ő

まあまあ P

珍しい ˚

動詞

愛する
好きだ
固定する Fú

淹れる ù

抜く　 F

耕す　 ú

壊して開ける　
整理する Hã@

振る　 X

負ける
拝む　 FC ˚ 5

引っ越す Fù

移動させる C

助ける
結ぶ　
包む　 Hã@

秘密を守る X N

保護する ú N ú N ù

満腹になる Bý

掘る　 @ é Bý

むく　 FC@

はぐ　 FC

剥げる
暗唱する H

背負う @

断食する ő N H ú N

強制する C FC

比べる @

閉ざす ù

編む　
変わる ñé@

変える Hé@

病気である
繕う　 ú@

˚
é

補修する
˚

é

布施する Bý@ ù 5

拭く　 FC @ F C

拭き消す FC @

なぞかけをする　
答えを当てる　 ˚ @

裁断する ú

踏む　 @

参加する Hý

隠す　 ù N

掻く　 ˚ú

はさみ込む
検査する FC

縫い目を解く　 FC

破壊する FC

粉砕する ý

手で支える ù

撒く　 ù

混ぜる ïã

ねじる ïã@

大食いする N̊

味わう ù
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弁償する ù

歌う　
騒ぎたてる G@ é

炒める ùN̊

けんかする
沈む　 ý

量る　 ő ý

ほめる C

支える @

傘を開く é N

完成する ïã@

盛る　 H C@

持ちこたえる　 C @

認める N

清める N ùő̊

食べる
撒き散らす XC

ほとばしる FC

すりつぶす N

持ち出す
タバコを吸う　 ˚

鞭打つ N

出る　 F C @ é

取り出す
日が昇る C

出てくる ñé

掘り起こす ùC

召し上がる Bý

着る　
履く　
穴に通す é@

穴が開く
穴を開ける
伝承する é@

伝染する N

吹く　

吹き飛ばす @

打つ　 N

殴る　 ù

完全に穴が開く　
刺し傷が痛む　 H

急ぐ　
よじる 5

間違う
答える
ぶつ　 N

身振りで表す　 FC

狩をする ù

˚
撃つ　 é

当てる
けんかする é@

散らかす X

分ける ˚

倒す　
引いてくる
薪拾いをする　 C N ˚ @

賭ける Hé

脱穀する K @ X N

居眠りする Hő N

あくびする K 5 FC

しゃっくりする　 @

おくびを出す　 @

開ける FC

稲光がする Hé

雷が鳴る ã H ý Hã ã é

持ち歩く
戦争に行く H é

結び目を作る　 @

いびきをかく　 ùN̊@ ˚

くしゃみする　 C @ é

世話をする @

導く　 @
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（帽子を）かぶる　
（布を）かぶる　 ú@

（腕輪を）身につける　
生まれる ï̊ú N

遅れる N

さえぎる N

倒れる
倒す　

˚
つき砕く N

裏返す N ý
˚

着く　 ő ý

得る　 ˚

待つ　
地が震える N

頭を下げる H @

うなずく N

点火する ő HG

燃える
灯す　 G HG

詰め物をする　 H N

しおれる Hő@

ほおばる @

落ちる
˚

N

吊るす G

釣る　 ő ý@

転ぶ　
重ねる H

噛みつく é

なくす
理解する C

（肉が）凍る　 ð
˚ N

（手が）凍る　 H N ð
˚ N @

動く　 N @

ちょっと動く　 H @

読む　
ふさぐ ˚ N

渡る　
切れる C

折れる C

ちぎる X C

折る　 X C

積む　 Fù N

隠れる
切り分ける X

印を押す
飢える ù

押しつける H

起こる ő ý N

発展する ˚
H

発展させる
怒る　 @ G

誓う　 ù

身震いする
発酵する ő̊

熱がある ˚ C @

心配する ù ù

˚
N FC

発芽する ő@ @

罰する C C

翻す　 C @ N
˚

振り返る P é

反対する N FC

翻訳する é@

反芻する 5 é

つむぐ N̊ 5

放置する ő ý

入れる é

放牧する ˚

火をつける ő N

飛ぶ　 ˚ @

分かち合う
分家する
分離する ˚
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分かれさせる　 X

狂う　 ˚ő̊

縫う　 ˚

塗る　 ù @ FC

孵る　 @

手を置く ù

適合する ˚ @

適合させる F @

腐る　
かぶせる N

かぶる
乾く　 ù

喉が渇く N

働く　 ù FC

市場へ行く ú N ñé

風邪を引く C

あえてする
言う　 FC

告訴する é

切り分ける C

切断する X C

切ってしまう　 X C

刈る　 ã@

隔てる
靴擦れを起こす　 ù

˚
与える Bý@

ついて行く ý

耕す　
つるす @

いっぱいである　 N

計る　 FC

雇う　 X

剃る　 Bý

風が吹く G N K

つるす N

電気を消す é

関心を持つ @ FC

閉める é

囲い込む
管理する FC

灌漑する
跪く　
転がる ïã

年越しする X N

渡る　
経る　 N

恥ずかしがる　 N

怖がる ù

呼ぶ　
叫ぶ　 ù é

溶接する @

飲む　 ˚ N

適切である ïã@

閉じる é

うらむ N̊ @ FC

火であぶる ùú

なだめる G@ ő̊ C

悔いる ñé FC

こぐ　 X N

描く　 ú@

身ごもる ý ý

疑う　 X

払い戻す ùú

返却する ùú

交換する ý

振る　 X

帰る　
帰らせる

˚
思い出す ú

答える
破壊する @

できる C
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混ぜる Fù

攪拌する ùő̊

生きている
支える
手に入れる ˚

水で混ぜる @

（水が）集まる　 ñ̊

積もる
（人が）集まる　 ˚

集める ˚

搾り出す X C@

搾る　 Bý

はさむ X C@

覚えている ú

預ける C

送る　 ù @

うらやむ ú @ FC

忌む　
締めつける C N

はさむ
選び出す @

減らす
はさみで切る　 ú5

語る　 FC

落ちる
交換する ý FC

交付する Fú

交わる Hã@

水を引く
こげる ˚ @

噛む　 @

教える
˚

鳥が鳴く FC ù ú

猫が鳴く ú

ロバが鳴く @ @ N

馬が鳴く ù
˚

牛が鳴く N

犬がほえる @ @

ぶたが鳴く N

羊が鳴く
虎がほえる ù N

狼がほえる FC@N @ N@

呼ばれる ő N

剥く　 FC

結氷する C

結婚する ù

ほどく ú

お金を借りる　 K

ものを借りる　 K

浸す　 N

禁じる N

浸す　 @

入る　 N ñé

びっくりさせる　 ú

びっくりする　 ú

救う　 ù

住む　 H

挙げる
のこぎりで切る　 @ @

完全にする
巻く　 Hã@

縮む　 N̊ @

掘る　 ù

邪魔する ˚

邪魔させる ˚

開ける FC

沸く　
開く　
運転する X N

始める N ù

開墾する
˚

切り倒す X C
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切る　 X C

見る　 ù

見せる ù

見える ˚ N @

医者に見せる　
˚

かつぐ @

暖める ù

頼る　
ぬかずく FC ˚ 5

咳をする H H H H é

渇く　 ù

刻む　 ù

賛成する ő

かじる ã

ほじくる
ボタンをかける　 é X é

暇である
泣く　 N@

眠たい ùő̊ N

引く　 ˚

排泄する ù @ N

辛い　
漏れる

˚
来る　 N C

引っ張りあげる　
年をとる
手綱で制御する　 @

疲れる ù

つなぐ ˚ @

量る　
乾かす ù

おしゃべりする　
裂く　
ずぶぬれにする　 X

流れる FC

とっておく ý

耳が聞こえない　 G

抱きしめる @

漏らす @

混乱する ùú

濾す　 @

乱す　 ï̊ú

転がす N̊

積み重ねる ù @

日が沈む @

しびれる @

叱る　 N

埋める ù

˚
買う　 ő

売る　 ˚ N

満ちる N

ない　
燃え尽きる C @

さえずる é

唇を軽く閉じる　
理解する
触れる @

研ぐ　
粉をひく ˚

つかむ
持っておく
掻く　 ˚ú

できる @

枯れる ùő̊@

凝固する ñ̊

絞る　 F C@

嘔吐する ù

這う　 N

這って歩く N ñé

山に登る ý

木に登る ý

叩いて音を出す　
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整列する Hã@

派遣する N

弧を描く N̊

走る　 é

茶を入れる N

賠償する ő ý5

埋め合わせる　 @

身につける ˚ @

膨張する
衝突する N

木を切る 5

浮く　 N

ほとばしる ˚ C

裂ける FC

破れる
壊れる C

傷つく ý

壊れる C

壊す　 C

解剖する XC

敷く　 X N

手荒く扱う @ FC ùő̊

だます ù

レンガで造る　 ù @

乗る　 Bý

起きる N

牽引する @

負う　 C

略奪する ˚ú

叩く　 N

振り上げる
詮索する X C

切り刻む @

口づけする
軽んじる C N ù Bý ˚ N C N FC

要求する ý@

追い出す
取る　
娶る　
行く　 ñé N

回復する ú@

治癒する ú@

欠ける C

完全である N

染める F

叫ぶ　 H G @ é

道を譲る C

温める ú

知り合う N C

投げる ˚

溶ける ý@

溶かす Bý@

もむ　 ý

耐える Fù

撒く　 X

小便する X C@ N

播種する 5

解散する ú

ゆるめる ú

掃く　 FC

殺す　 X

ふるいにかける　 ú

日にさらす ù

日向ぼっこする　 ő@ ù

稲光が走る G ñ̊

傷つける H

相談する FC

上がる ñé

射る　 ˚

射止める
伸ばす ù N

伸びる
˚
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伸びきる ˚

にじむ ˚ @

成長する ù

さびる
腫れ物が大きくなる　 @

産む　 ù

腹を立てる N ú N

残される
˚

昇る　 C

なくす
させる ő ý

釈放する X N N

試す　 FC

である @

収穫する ú@ X C

受け取る ý

閉じる
防御する B @ X é B X C

守る　 ùú N

髪をとく FC

負ける
顔見知りである　 é

調理される ˚

熟れる ˚

やせる ù

数える ã N ù @

ゆすぐ FC

衰える ő

転落する @
˚

N

投げる ˚

かんぬきをする　 ù C

結びつける
眠る　 ő5

寝つく ùő̊@

吸う　 ő ý@

話す　 FC

裂く　 ã5

死ぬ　 C @

計算する ã

粉砕する ú

傷つける ù C

錠をする é

崩壊する @

踏みつける
持ち上げる
涙を流す C

横になる ő5

やけどする ù@

逃げる ã

物乞いする ù @

着る　 ù @

頭痛がする H

蹴る　 ù N é

剃る　 Bý

曇りである H Fù@

晴れる H N

夜が明ける X

暗くなる H @

なめる @

担ぐ　 H @ C N̊ @

選ぶ　
踊る　 ú ő̊ C

跳ねる N

脈打つ
˚

貼る　 ý

聞く　 ő

聞こえる ˚

止める ˚
ő ý

知らせる é

盗む　 ù @

投げる ˚

吐く　 ˚
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押す　
口実を設けて断る　 Bý

退く　 C @ @

飲みこむ ő

引きずる ú@

脱臼する @ @

背負う é N 5

掘る　 ù

切り出す
曲がる
曲げる N

終わる
遊ぶ　 ù ù

忘れる ý

違反する N 5

餌をやる
におう ù

˚
尋ねる ïã@

握る　 ő ý@

ふさぐ N

吸い込む ő ý@

慣れる
洗う　 @

好む　
目が見えないý

下りる ñé

産む　 ù

卵を産む X N

雨が降る H

怖がらせる ù @ X@

陥没する @

捧げる @

慕う　 N

信じる C

思う　 F

思い出す ú

したいと思う　 F

似る　 ïã

消化する ý@

消える
下る　 ő ý@

削る　 Gý

気をつける H H C

笑う　 C

書く　 ú@

下痢する FC5

鼻をかむ ˚ C

目覚める ùő̊ G@

恥ずかしがる　 N

休む　 5 C

刺繍する X @

学ぶ　
˚

燻製にする @

探す　 5

押さえる H

去勢する C

粉にする
˚

@

より分ける FC

かゆい
育てる X

揺れる N

揺する N K

噛む　
掬う　 C@

必要である
引き入れる @

頼る　 ù

あふれる C @

秘密にする X N

勝つ　
迎える F @

抱擁する ő ý@
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泳ぐ　 ù 5

持っている
いる　
存在する
出会う
時間を決める　
越える @

めまいがする　 @ N̊

許可する C ˚ C C

栽培する
いる　
増える ù

˚
彫刻する
刺す　
刺しこむ é

瞬きする ő

抽出する @

摘む　 ˚

糊づけする ý

立つ　 N

引っ張って開く　 H N

大きくなる C

かさが増す ú@

腹が張る
火をつける ő C

風邪を引く ñ̊

召集する ˚

探し出す ùő̊

刺す　 é

覆う　 N

震える
奪い合う ˚ú FC

蒸す　 G N FC

知っている
織る　 ˚

指す　
種をまく
腫れる ú N

煮る　
杖をつく ˚

願う　
˚

ひっつかむ ő ý@

振り返る ù

角を曲がる
移動する N̊

移動させる ù

詰める C @ @

追いかける
準備する C Hã@ FC

捉える @

ついばむ ˚ @

行く　 ñé

呪う　 H H

中に入る @

穴を開ける @

酔う　 Bé

座る　 H

する　
夢を見る Hő@

商売する ˚ N é

連れる FC

仕方　 FC N

証明する N FC
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その他の品詞類

のみならず @

～を除いて ù

ほとんど 5 C

もちろん
たった今 C

本来的に ù

そして
とても C

まだ　 N

今すぐ ő@ @ ñé G

～か　 P

一緒に ő @ ú5

必ず　 @ X C X C

～もまた N

それから
再び　

˚
N

少なくとも ˚

～まで @

もっとも C C

最後に ˚

突然　 H @ @
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受理日 年 月 日
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